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令和７年度研究推進計画 

 

廿日市市立阿品台東小学校 

 

 

 

 

１ 研究主題 

「自ら学びたくなる教育活動の創造」（３校共通研究主題） 
～選択と自己決定及び対話を取り入れた授業を通して～ 

 

２ 研究主題設定の理由 

昨年度，研究主題を「自ら学びたくなる教育活動の創造～選択と自己決定を取り入れた授

業を通して～」とし，日々の授業の中で選択と自己決定を取り入れた「個別最適な学び」を

充実させていく研究を行った。抽出児童への手立てを考えるとともに，学び方や学びの場の

選択肢を用意し，児童が自分に合った学び方や教材，学習形態などを選択することができる

ように学習環境を整えた。それにより，児童は受け身ではなく，自らの学びを自己決定しな

がら，主体的に学習に取り組む姿が増えていった。 

しかしながら，児童のニーズに合った選択肢の準備ができていたか，児童が自分に合った

学び方の選択ができていたかという点にはまだ課題がある。また，新たな課題として，自分

の考えをもてない児童や表現が苦手な児童がいることや，友だちと話し合いながら課題を解

決する力が不十分であることが挙げられた。このことから，「主体的に学び合う児童」を育

成するには，「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図った授業を積み重

ねていくことが必要であると考えた。 

 

そこで，今年度は全ての児童が自ら学びたくなる授業づくりを目指し，サブテーマを「～

選択と自己決定及び対話を取り入れた授業を通して～」として研究を進めることとした。日々

の授業の中で選択と自己決定を取り入れた「個別最適な学び」と，他者との対話を通じて自

分なりの考えをもったり考えを深めたりすることができる「協働的な学び」を充実させてい

くことを研究の中心として取り組んでいく。友だちと関わり合いながら，自ら学び考える喜

びを感じられるような「楽しい授業」の実現と，学びを通して，互いのよさを認め合い，尊

重し合える関係づくりを目指していきたい。 

さらに，子供たち一人一人の振り返りを充実させ，「自分はこのやり方でやろう。」「今

日は～ができた。」「友だちと一緒に最後まで取り組むことができた。」という学びを自己

調整できる力を身に付けさせていく。 

 

これらの取組を通して，「自ら学ぶ」児童の育成と「学力の向上」につなげることを主眼

において研究を進めていきたい。 

  

そこで今年度は，以下のような取組が必要であると考える。 

 

○抽出児童の適切なアセスメントの実施 

○個別最適な学びと協働的な学びの充実 

・全員が授業に参加できる導入や課題設定の工夫 

・選択と自己決定及び対話のある授業の工夫 

・自己調整につながる振り返りの充実 

 〇基礎学力の定着（デジタルドリル，音声計算等，語彙を増やす活動） 

 

学校教育目標  夢や目標に向かい 共に伸びる 
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以上のことから，今年度は，研究主題を「自ら学びたくなる教育活動の創造 ～選択と自

己決定及び対話を取り入れた授業を通して～」とし，授業に参加しにくい児童の情報共有（ア

セスメント）を基に，個別最適な学びと協働的な学びを充実させ，全員が参加できる授業づ

くりのための取組を行い，「主体的・対話的で深い学び」へ向けた授業改善を行う。 

 

 

３ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究仮説 

 

 個々の児童のアセスメントを基に，選択と自己決定及び対話のある授業づくりを行い，個別

最適な学びと協働的な学びを充実させることで，主体的に学ぶことができる授業を行うことが

できるであろう。 

 

 

５ 研究の視点 

（１）児童のアセスメントにより考えられた手立てが，授業に参加しにくい児童にとって効

果的であったかを検証，改善し，実践を積み上げる。 

（２）選択と自己決定及び対話のある授業実践をすることで，児童の学習への主体性の向上

を目指す。 

（３）デジタルドリルや音声計算等の繰り返し学習や授業の振り返り，語彙を増やす活動の

充実により，基礎学力の定着を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 阿品台東小学校研究構想図 

学校教育目標 

夢や目標に向かい 共に伸びる 

支持的風土のある学級づくり（安心感） 
（適切なアセスメントによる情報共有・居場所感の向上 等） 

基礎学力の定着を図る取組 
（デジタルドリル・音声計算・語彙を増やす活動・放課後学習 等） 

個別最適な学びと協働的な学び 
（単元構想シート・UD・ICT活用・学び合い・振り返りの充実 等） 

研究主題 自ら学びたくなる教育活動の創造 

～選択と自己決定及び対話を取り入れた授業を通して～ 
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６ 研究の内容 

１ 

児童のアセスメ

ントの充実と，

選択と自己決定

及び対話のある

授業づくり 

○全職員による抽出児童のアセスメント 

・興味のあることや苦手なことなどから有効な手立てを考える。 

○単元構想シートの活用による「主体的・対話的で深い学び」へ向け

た授業改善 

○個別最適な学びと協働的な学びの充実 

・ユニバーサルデザインの考え方に基づき，つまずきの要因分析か

ら全員が授業に参加できるような具体的手立てを考える。 

・単元の学習計画を提示し，学習への見通しや安心感をもたせる。 

・選択と自己決定及び対話の場を設定し，学習意欲を高める。 

・全員が授業に参加できる導入や課題設定の工夫をする。 

〇振り返りの充実 

 ・学びを自己調整できるようにする。 

２ 

基礎学力を定着

させるための取

組 

〇既習事項の定着 

 ・デジタルドリル，音声計算，語彙を増やす活動等 

○放課後学習の充実 

・低学年を対象に放課後学習を行い，学習内容の確実な習得を図る。 

〇家庭学習を授業内容と連動させ，保護者への啓発を行う。 

〇学力調査の結果等を通して，課題意識を共有する。 

３ その他の取組 

○学習規律の徹底 

 ・ガイドブック「学問のすすめ」を使って，学習準備，机上整理，

授業始めのあいさつ等，全学年で実態に合った指導を行う。 

〇阿品台東小授業モデルによる取組の振り返り 

 

７ 本校の目指す対話 

  ・話型や形式にとらわれず自分の言葉で生き生きと語り合える。 

  ・「対話は楽しい」と感じられる。 

  ・子供同士のやりとりと通して，考えを広げたり深めたりできる。また，自分の考えを

もてたり，協働的に課題を解決したりできる。 

  ・子供たちが「話したくなる」「多様な意見が出る」学習課題や問いを投げかけ，必然

性のある対話にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 研究授業のあり方 

 

・個別最適な学びと協働的な学びを充実させた授業研究を行い，授業改善を図る。 

・選択と自己決定及び対話の場面設定について，適切であったか検証する。 

・ユニバーサルデザインの考え方を取り入れ，支援対象児童のつまずきの要因を把握，分析

し，支援方法を中心に検討する。（個々のアセスメントの充実） 

・事前に各学年・ブロック・全体などで抽出児童の情報共有（アセスメント）を行い，より

全ての児童が参加できる，したくなる授業にする。 

・研究授業で得た実践事例を全校で日々の授業に生かす。 

・課題を次の研究授業に引継ぎ，改善を図る。 

・教科は国語科と算数科とする。 

【１学期】

・肯定的に相手の

話を聞く。

・安心して話せる。

【２学期】

・やりとりを通し

て，考えを広げ

る。

【３学期】

・目的に応じた

相手と話し，

考えを深める。
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＜授業分析の視点＞ 

☆アセスメントを基にした，全員が授業に参加できる手立てがされていたか。 

☆児童が主体的に学び合うことができる，選択と自己決定及び対話の場が設定されて 

いたか。 

☆自己調整につながる振り返りができていたか。 

 

 

９ 検証計画 

 視点 方法 指標 

１ 
学力が向上し

たか 

・標準学力調査及び，学期末

評価テストにより検証す

る。 

・標準学力調査（国語・算数）の

結果，ステップ（到達度）１・

２の割合が30％以下になる。 

・8/11の学級で学期末評価テスト

の結果が業者指定の期待平均を

上回る。 

２ 

選択と自己決

定及び対話の

場が設定され

た授業実践が

できたか 

・教職員アンケートにより検

証する。 

「選択と自己決定及び対話の

場が設定された授業実践をし

ている。」 

・教職員アンケートの肯定的評価

の平均値が80％以上になる。 

３ 

児童は主体的

に課題を解決

しようとして

いたか 

・児童アンケートにより検証

する。 

「課題の解決に向けて，自分

で考え自分から取り組んでい

る。」 

・児童アンケートの肯定的評価の

平均値が80％以上になる。 

 

１０ 育成を目指す資質・能力 

資質・能力 
目指す児童の姿 

低学年 中学年 高学年 

課題解決力 

○進んで課題に取

り組む。  

○課題解決に向け

て，友だちと協

力する。 

○進んで課題に取り組

み，解決のための手順

を考える。 

○課題解決に向けて，異

なる意見や他者の考

えを受け入れながら，

協力して活動する。 

○進んで課題に取り組み，解決

のための手順を考え，行動す

る。 

○課題解決に向けて，自分らし

さを発揮したり他者の考えを

尊重したりしながら，協働す

る。 

向上心 

○目標に向かって

がんばる。  

○何事にもチャレ

ンジする。 

○目標を決め，それに向

けて努力ができる。 

○失敗を恐れず，よりよ

くするために何事に

もチャレンジする。 

○よりよい自分を目指して目

標をもち，努力し続ける。 

○自分の将来について考え，夢

をもつ。 

○自分を振り返り，よりよい段

階に向け，チャレンジする。 



5 

 

自己有用感 

○友だち・自分の

よいところに気

付く。 

○他の人のために

仕事ができる。 

○「ありがとう」

が言える。 

○友だちや自分のよさ

がわかり，それを表現

する。 

○友だちや学級の役に

立つことを進んで行

う。 

○感謝の気持ちを素直

に伝える。 

○お互いのよさや個性を認め

合った行動をとる。 

○クラスや学校での自分の役

割を自覚し，積極的に活動す

る。 

○当たり前のことにも感謝の

気持ちをもち，それを表現す

る。 

 

１１ 研修計画 

○年間予定 

月 日 曜日 研修内容 

４ 

３ 木 

○学習ガイドブック「学問のすすめ」について 

・「学習のきまり」（ノートの使い方・発表の仕方 等） 

・学習規律の意識統一 

７ 月 

○研究推進について 

・今年度の研究について（大枠） 

・前年度のアセスメントシート，標準学力調査結果の引継ぎ 

○ICT活用について 

 ・ロイロノート・ドリルプラネット 

１４ 月 「学習のきまり」週間 １４日（月）～１８日（金） 

２４ 木 研究推進計画について 

５ 

上旬  児童アンケート・教職員アンケート 

２０ 火 
指導案検討①及びアセスメントタイム（ ２ 年） 

抽出児童決定 

６ 

９ 月 「学習のきまり週間」 ９日（月）～１３日（金） 

１３ 金 第１回校内授業研究（ ２ 年） 

７ 

上旬  児童アンケート・教職員アンケート（１学期） 

２５ 金 １学期のまとめ 

８ ２８ 木 

指導案検討②及びアセスメントタイム（ ５ 年） 

全国学力・学習状況調査の結果分析 

９ 

８ 月 「学習のきまり」週間 ８日（月）～１２日（金） 

１８ 木 第２回校内授業研修（ ５ 年） 

１０ １６ 木 指導案検討③（特別支援学級） 
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２７ 月 「学習のきまり」週間 ２７日（月）～１０月３１日（金） 

３０ 木 第３回校内授業研修（特別支援学級） 

１１ 

１１ 火 指導案検討④及びアセスメントタイム（ ４ 年） 

１９ 水 第４回校内授業研修（ ４ 年） 

１２ 

上旬  児童アンケート・教職員アンケート（２学期） 

下旬  

２学期のまとめ 

「学習のきまり」（学問のすすめ）の見直し 

１ 

８ 木 指導案検討⑤及びアセスメントタイム（ １ 年） 

１３ 火 「学習のきまり」週間 １３日（火）～１９日（月） 

２２ 木 第５回校内授業研修（ １ 年） 

２ 

上旬  児童アンケート・教職員アンケート 

１９ 木 標準学力調査の結果分析 

２６ 木 
今年度取組の振り返りと研究のまとめ 

・次年度に向けて 

 


